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私
た
ち
は
、
昭
和
四
十
四
年
国
分
寺
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣

立
ち
早
や
五
十
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
か

ら
み
ん
な
で
名
づ
け
た
同
期
会
「
獅
子
の
会
」
は
、
五
年
毎

に
開
催
さ
れ
、
三
十
五
周
年
ま
で
、
多
数
の
出
席
者
が
あ
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
後
、や
や
参
加
が
減
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
来
年
、
私
た
ち
同
期
生
は
、
卒
業
三
十
年
・
四
十
年
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
三
月
二
十
三
日
（
土
）
大
学
の
卒
業
式
に
招

待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
を
最
大
限
利
用
す
べ
く
、卒
業
式
、

合
同
懇
親
会
の
後
、
葵
陵
会
館
に
移
動
し
「
五
十
周
年
同
期

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
案
内
は
、
大
学
の
ご
好
意
に

よ
り
、
卒
業
式
典
の
招
待
状
に
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

そ
の
前
に
、
一
部
の
皆
様
に
は
、
事
前
案
内
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
五
十
年
を
含
め
数
十
年
ぶ
り
の
再
会
を
数
多
く

果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
千
五
百
人
い
た

同
期
生
の
う
ち
、
住
所
が
判
明
し
て
い
る
同
期
生
は
千
人
を

割
り
、
更
に
今
回
の
「
東
京
経
済
」
十
月
号
が
届
く
の
は
、

百
三
十
人
ほ
ど
と
云
う
の
が
現
状
で
す
。
　
　

　
そ
こ
で
、
久
々
の
大
盛
会
と
な
る
同
期
会
を
演
出
す
る
為

に
、
ご
参
加
く
だ
さ
る
方
に
は
、
是
非
「
声
か
け
」
の
実
行

を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
、
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
程
、
出

席
し
た
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
年
賀
状
で
の
呼
び
か
け

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
尚
、
五
十
周
年
の
推
進
委
員
会
は
、
現
在
、
葵
友
会
会
長

の
鈴
木
健
二
代
表
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
は
、
阿
知
波
雄
章
、

市
橋
治
郎
、市
村
喜
幸
、岡
野
雅
一
、小
竹
順
子
、下
岡
正
男
、

杉
本
桂
子
、杉
山
行
男
、鈴
木
利
三
、鈴
木
琇
二
、田
原
弘
行
、

中
尾
基
、
長
尾
新
平
、
松
田
孝
司
、
若
松
伸
二
、
渡
辺
敏
夫

の
十
七
名
で
活
動
中
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、郵
便
、電
話
、メ
ー

ル
等
を
駆
使
し
て
参
加
者
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
き
く
変
わ
り
、「
百
周
年
記
念

館
」「
新
図
書
館
」「
大
倉
喜
八
郎 

進
一
層
館
」
が
完
成
し

て
お
り
、
進
一
層
館
の
入
り
口
右
側
に
は
台
座
を
含
め
四

メ
ー
ト
ル
の
大
倉
喜
八
郎
翁
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
、
今
後
キ
ャ
ン
パ

ス
は
更
に
充
実
し
て
ゆ
き
ま
す
。
卒
業
以
来
一
度
も
母
校
に

足
を
運
ん
で
い
な
い
方
は
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
一
人
で
も
多
く
の

同
期
生
が
お
集
ま
り
下
さ
る
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
卒
業
の
皆
様
へ

　
来
春
三
月
は
、
五
十
周
年
で
母
校
に
集
合

　
し
ま
し
ょ
う
。

同
期
会
幹
事 

鈴
木
　
利
三
（
昭
44
）　


